
西谷墳墓群史跡公園（出雲市大津町）

　　ここは西谷墳墓群史跡公園の入口





西谷墳墓群は弥生時代後半から古墳時代中期（2世紀後半～5世紀頃）にかけて築造された総数32基の古墳群/墳墓の内、6基は「四隅
突出型墳丘墓」と呼ばれる弥生時代後期後半（2、3世紀頃）の山陰地方独特の墳丘墓と云う



2世紀後半から3世紀頃にかけて墳墓が築造され、古墳時代まで続くと云う/西谷墳墓群で四隅突出型墳丘墓の
中の特に巨大な規模を持つ2号墓、3号墓、4号墓、9号墓は弥生時代に出雲を支配した王たちの墓と考えられて
いるらしい



山陰地方を中心に発達した四隅突出型墳丘墓6基などからなる弥生時代後期の墳墓群/斐伊川に面した丘陵地に位置し、南北方向の尾根
に並ぶ1号墓から6号墓と、東北に約300m離れた小丘陵上にある9号墓などからなる/4→5→3→2→1→6号墓と進んでみよう



　　　4号墓へはここから登っていく



　　正面は4号墓で、手前の部分は突出部/前方右手にも、突出部が見えている



手前がその右手の突出部/右手に回り込んでみよう



　　説明板がある



　　弥生時代後期後半（2世紀末）の築造と云う



　　4号墓の墳丘を左手に、更に進む



　　　　これは5号墓/説明板がある



方墳のようだ



　　これは5号墓の墳頂に登ったところ



　　　　　そこから4号墓方向を見たところ/向こうの4号墓の手前の平坦部に土壙が1基あったらしい



　　　手前の平坦部の向こうが4号墓の墳頂 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/8_8RU1BIWNY


　　さて、戻りながら3号墓方向に進む



　3号墓の少し手前の右手に17号墓がある/説明板が見える



　　　弥生時代末期（3世紀前半頃）の円墳もしくは方墳（墳丘墓）ということか・・・



　　さて、これが3号墓/「西谷の丘」に造られた最初の王墓で、弥生時代後期後半（2世紀後半頃）の築造とされる



　　　　そこで左手を見たところ/前方に2号墓が見える



　　　同じく右手を見たところ/この更に右手に17号墓がある



　　標柱と説明板





　　　　　墳丘の斜面には貼石、墳端には立石・敷石が並べてあり、墳端の配石構造は2段になっていると云う



　　　　　この突出部から墳頂に登ってみよう



　墳頂には第1主体（左手前）と第4主体（右奥）の位置が表示されている





　　　　これは第1主体の墓穴位置



　200個以上の玉類が発見されたと云う



こちらは第4主体の墓穴位置/祭祀を行っていたであろう施設の4本柱の跡が発見されたらしい/墳頂で祭祀が行われていたと
いうことらしい



　　鉄剣と胸飾りが発見されたと云う



　　墳頂からは隣の2号墓（3号墓の次の代の王墓と云う）が見える （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/-kfCsZQQKLE


　　　墳頂を突出部から下りる/こうしてみると、突出部は墳頂への上り下りのために造ったのかなあ？・・・確かに便利！



さて、前方は2号墓



　　　　　　右手には3号墓の突出部の側面



　　これは2号墓の突出部



　　　右手に回り込む （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/kvz18hoGyMA


　　標柱と説明板



　　　3号墓の次の代の王墓として弥生時代後期後半（2世紀後半頃）に築造されたと云う



突出部を見たところ/右手には復元に当たって墳丘内部に設けられた展示室への入口が見える



　　　ここから墳丘を登れるように手摺も設けられている



　左手を見たところ



　右手を見たところ



　　　　ここが墳頂 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/Xrq-y1Yd2Co


　　　　　これは墳頂から3号墓を見たところ



　　　さて、展示施設に入ってみよう



説明板が立っている





　　中へと進む











　　　　これが3号墓第1主体の様子



こんなパネルも・・・







　　　（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/zTOaK5qadq4




　　　　　さて、これは1号墓の標柱



　　　　これが1号墓/説明板がある



　墳端の配石構造は1段になっていると云う/弥生時代後期後半（2世紀後半頃）の築造らしい



　　　　　　反対側から見たところ



さて、ここは2号墳の東側斜面で、ここで西谷横穴墓群第2支群が発見されたと云う/説明板が立っている





さて、この右手を行くと6号墓があるようだ



　　この先らしい



　説明板があった



　　　　　弥生時代終末期（3世紀前半頃）築造の四隅突出型墳丘墓と云う



　これがその墳丘



さて、道路の反対側にある「出雲弥生の森博物館」を見学しよう



　　エントランス



　　3号墓のジオラマ/祭祀の様子が見てとれる （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/dJpkmJM_4zo




博物館2階から見た墳墓群の所在する「西谷の丘」を見たところ/前方は6号墓辺りか



　　　　　その右手/4号墓辺りか



　　　　更にその右手/2号墓辺りか



その更に右手の道路の反対側を見ると、西谷横穴墓群第3支群が見える （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/cp-s6o4qzH4


近づいて見たところ/説明板が立っている



　　7世紀前半～中頃の築造と云う



　さて、これは出雲の弥生墳丘墓の変遷図



そしてこれは四隅突出型墳丘墓の分布を示したもの/出雲周辺の西谷墳丘墓から、日本海沿岸のルートにのって富山県付近まで伝播して
いることが見て取れる/これは古代出雲文化圏とでもいうべきものが存在していたことを物語るようだ



だが、弥生時代から古墳時代に入る頃になると、この出雲周辺からも四隅突出型墳丘墓は築造されなくなっていく/
出雲王（出雲周辺に大きな力を持った首長）の末裔はどこへ行ったのであろうか/そしてその頃（3世紀半ば）、畿内
では大型の前方後円墳である箸墓古墳が築かれる/古墳時代の始まりである/そして出雲周辺では小規模な方墳や
円墳といった古墳が築造されはじめる/これは何を意味するのであろうか/考古学的にも出雲の国譲り神話と符合して
くるようだ



参考ホームページ
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